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①百日咳発症者探知の遅れ

②感染性を有する期間における発症者の登校

③乳幼児期接種ワクチン効果持続の限界

④地区特有の集団での行動



①百日咳発症者探知の遅れ
　 高校における集団感染の発端者と考えられる生徒
　受診するまでに 日以上前から咳症状があった
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②感染性を有する期間における
発症者の登校
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③乳幼児期接種ワクチン効果
持続の限界
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④地区特有の集団での行動
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（１）百日咳は依然として乳幼児にとっては、重症化する
重要な疾患である。
（２）乳幼児の感染を予防するため、今後もさらなる
ワクチンの接種勧奨を市と連携して行う必要がある。
（３）見過ごされやすい疾患であり、 週間以上咳が続く場
合は、他の呼吸器疾患も疑い早期受診を地域住民に呼びか
けることが必要である。
（４）地域の特性を踏まえた上で、有効な感染拡大防止の
対策をとることが重要である。
（５）集団発生を探知した場合には、医療機関や行政、教
育機関等に適切な情報を迅速に伝えることが重要であり、
平常時より相互連絡体制を構築しておく必要がある。




